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速 報 11 月号 NO.409 
Hiroshima Association of Medical Technologists 

一般社団法人 広島県臨床検査技師会 

        

ホームページ http://www.hiroringi.or.jp/ 

 

 
C O N T E N T S 

 
 

 

２  2020 年度第 3回理事会議事録  10  厚生労働省 「新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 

９    2020 年度第 1回広臨技生涯教育        病原体検査の指針（第 1 版）」及び鼻腔検体採取における 

講座(東部地区)報告                   留意点等について 

10    呉地区血液研修会の案内 

11    遺伝子染色体研修会の案内 

 

 

 

 

 

第 70 回日本医学検査学会の演題募集を 9 月 28 日（月）より開始いたしましたのでご案内申し上げます。 

ぜひこの機会に、皆様奮ってご応募くださいますようお願い申し上げます。 

 

●一般演題募集期間 

2020 年 9 月 28 日(月）～11 月 20 日（金） 

 

●募集要項 

以下の第 70 回日本医学検査学会 ホームページよりご確認いただきますようお願いいたします。 

https://site2.convention.co.jp/jamt70/endai/ 

 

編集・発行 一般社団法人広島県臨床検査技師会 

事務所 FAX  082-502-6031 

発行日 令和 2（2020）年 10 月 31 日 

日 
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https://site2.convention.co.jp/jamt70/endai/
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１． 日時  令和 2 年 10 月 1 日（木） 19:30～21：00 

２．場所  Cisco Webex Meetings による WEB 会議 

３．出席者 森田会長，米田副会長，有谿副会長，尾田副会長，坂田事務局長， 

樫山部長, 藤井部長, 小川部長，中島部長, 小松（浩）部長， 

竹野理事, 楾理事，吉井理事，大塚理事, 粟村理事，小松（忠）理事，箕岡理事，和田理事， 

桑田理事，宮地理事，柴田理事，梶川理事，永金理事, 

枡本監事，水野監事 

４．欠席者  なし 

５．書記  組織調査部 小松（浩） 

 

議  事 

＜報告事項＞ 

【会長：森田】 

●新型コロナ感染症の PCR 検査の研修等を受けた方は 9 月 24 日現在で，基礎化学研修終了者全国で 213 

名，広島県は 21 名です．検体採取研修修了者は，全国で 508 名，広島県は 1名です．PCR 実技研修修了 

者は 44 都道府県のうち 15 都道府県で 244 名が修了．施設での研修修了者との合計で 384 名． 

広島県では PCR 実技研修は実施していない．基礎化学研修後に PCR 実技研修を行う形であり，広島県での 

修了者 21 名の方には PCR 実技研修がいるかどうかの確認はしていないが，広臨技だけでは実施できない 

ので，県と感染症センターと一緒に開催すべきものであると考えている．必要であれば，話を進めていき 

たい． 

また PCR 検体採取実技研修を受けている 1 名の方は，検体採取等に関する厚生労働省指定講習会を受講し 

ていないが，その 1名の方のためだけの講習会開催は困難と考えており，そのような方が増えていけば， 

再考したい． 

●都道府県に対して PCR 検査実施者への特別手当の現状についての報告依頼あり． 

 そのうち 43 都道府県からの回答があり，増額して支給しているとの回答が 8割，特別勤務手当として支 

給され，PCR のための検体採取で 4,000 円/1 日，PCR 実施に関しては，支給されている県とそうでない県 

がある． 

●10 月 6 日（火）に，宮島会長が広島に来られる． 

衆議院議員：畦元将吾先生（広島市出身，放射線技師）が衆議院議員選挙に立候補（中国ブロック）予定 

であり，宮島会長の方へ，診療放射線技師会からの協力要請があり，来広される．その際に，広臨技執行 

部との面会希望があったため，18：30 から RCC 文化センター（612 号室）において，宮島会長からの政情 

報告会および畦元先生との面会となる．参加可能な理事の確認がなされ，常務理事全員参加に加え，理事 

数名が参加となる予定（コロナ感染対策は十分に実施する）． 

 

【事務局：坂田】 

●賛助会員の広告料（昨年に未入金があった）入金確認について 

これまで事務局が確認していたが，今年度より経理部にしていただくことになった． 

事務局は申し込み状況を経理部に報告する． 

●事務所ネットワークのセキュリティ契約をバルティック（旧オフィス 24）としていたが、契約更新が高額 

との報告あり，また荒瀬情報システム委員長より，クラウド上のセキュリティ体制はしっかりしているた 

め，契約は更新しないことになった． 
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【経理部：藤井】 

 ●9 月の入金，入会金なし 

 ●ANA クラウンプラザホテル広島（新春祝賀会）のキャンセル料として 50,000 円支払った． 

 ●Cisco Webex Meetings ライセンス費用として NTT ドコモへ 209,000 円支払った． 

 

【学術部：樫山】 

 ●学術部門長に，Webex を使用し，研修会・講習会の開催をお願いしているが，病理部門からの予定のみ 

で，他部門はまだ予定されていない． 

 

【組織調査部：小松浩】 

 ●今年度新入会員数の報告 

  呉地区 7名，広島地区 19 名，西部地区 5名，東広島地区 4 名，東部地区 17 名，北部地区 2 名，自宅会員 

21 名の計 75 名の入会があった． 

 ●新入会員オリエンテーションが未開催である，東部地区において，今年度は開催しないとのことである 

が，広島県全体地区として Web 開催として開催するか⇒討議事項へ 

 

【広報部：中島】 

 ●8 月発行の会報に，臨床微生物部門員紹介の掲載漏れがあり，速報 9月号で修正した． 

 ●広島臨床検査の広告を賛助会員に向けてお願いしている．広告募集締め切り：10 月 16 日， 

広告原稿・広告料金支払い締め切り：10 月 25 日 

 ●コロナ感染による研修会や行事がないため，速報に掲載する記事が集まらない状況であり，記事集めに理 

事の方に協力をいただきたい． 

 

＜地区報告＞ 

【広島地区：粟村】 

 ●広島・西部地区のレクリエーション（カープ観戦）は中止とし，球団への連絡と行事予定から削除した． 

 

【呉地区：柴田】 

●事業・活動報告 

  なし 

●事業計画 

開催日 事業名 

2020/10/07 Webex を利用した呉地区委員会 

 

【東部地区：桑田】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/09/24 第 1 回生涯教育講座（東部地区） 40 名 

  2 回目以降は WEB 開催である旨を伝えた． 

 

【東広島地区：小松忠】 

●事業・活動報告・事業計画 

 健康福祉祭りが 11 月に開催されるが，今年度は不参加にする． 
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【北部地区：箕岡】 

●事業・活動報告・事業計画 

 なし  

 

【Web 委員会：有谿副会長】 

●9月 10 日に実施した生涯教育講座のレポートについて 

  レポート提出運用上のシステム不備があり，レポート提出したが，空欄があった． 

調査の結果，設定のミスが発見され，改修後のテストではうまくいった． 

  次回からの対策としては，メールのバックアップをとることとした． 

  Webex meetings の各地区への説明会を 9月 19 日・24 日・28 日に実施した。 

 

【生涯教育委員会：尾田副会長】 

●第 1回生涯教育研修会の反省点（9月 10日 Live配信+講演，9月 24日 講演） 

1. 講演中の Live配信中に，入退出の発信音があって耳障りであった. 

→消音できる方法あり．確認済み． 

2. ダウンロードがうまくいかなかった． 

3. 東部地区での録画配信が 18：30開始予定としていたが，もう少し遅い時間に視聴できる時間に設定して

ほしいとの要望あり． 

→2回目以降の研修会では、録画配信の時間を 18：45-19：45と案内していますが，19：00くらい

などに変更したい． 

4. 職場での PC でアプリのダウンロードができない。 

5. レポート提出を行ったが，23名の方の記載が無かった．その方にレポートの記載を行ったかどうかの確

認メールを送った．そのうち 9名は提出したとの回答を得たので，その方には生涯教育点数の付与を考

えている．現在、詳細を問い合わせ中ですが，未回答の 12名に関してどうしたらいいか． 

→問い合わせに返信があってレポート提出者の登録をもって参加登録を締め切りたいと思います． 

   森田会長：今回のレポートの確認がとれない 12 名の未回答の方に関して，主催者側の不備もあり，点 

数を付与可能としてはどうか． 

     ⇒承認，23 名全員に点数を付与する． 

   今後，他の研修会においてもレポート提出は必要と考える． 

 ●第 2 回生涯教育研修会の WEB 開催への変更に伴う再募集（10 月 5 日～25 日まで）を行う． 

  第 2 回以降のための Webex 予行練習のための招待メールを 10 月 28 日に送る， 

10 月 30 日に予行練習を実施し，レポート提出の予行も同時に実施する． 

 

【水野監事】 

 ●Web 研修会において生涯教育点数付与のためのレポート提出を求めるのであれば，毎回の Web 研修会にお 

いて，レポート提出必須である旨の周知が必要ではないか． 

＜森田会長＞日臨技からの連絡では，Web 研修会での点数付与に関しては，確実な参加の確認できればレ 

ポート提出は不要とあったが，広臨技で作成した Web 研修レポートにおいては文字数も少なく，レポート 

提出を必須と決定した． 

●日臨技からの報告事項 

①公益事業としての精度保証・標準化に関して，今年度，申請を行う精度保証認証施設に関しての新しい認 

証制度で審査・認証する整備をしているところである．申請時期は，例年 10 月くらいであるが，今年度 

の申請は，作成中であるので，年度末くらいになりそうである．また，今年度はコロナの影響を受け日臨 

技外部精度管理事業を実施していない県もあるので，今年度に関しては都道府県主催の外部精度管理の結 

果は審査対象にしない． 

②血液学形態標準化委員会と検査血液学会との合同で作定した骨髄幼若細胞の分類基準を当会の推奨法と 

することが承認された． 
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③学術に関して コロナ感染症により認定制度の 1年間の一時凍結が決定しているが，医療安全管理者養成 

コースも今年度の凍結が決定した． 

④厚生労働省指定講習会は 10 月と 11 月に東京で開催される．地方は既受講者が多く，今回の（東京開催） 

講習会参加に関しては地方の方は少ないと思われる． 

⑤日本医療科学大学：保健医療学部と順天堂大学：医療科学部に臨床検査学科を新設されるということで推 

薦の依頼がきた． 

⑥臨床検査技師養成学校のカリキュラム改定に伴う，臨地実習指導者を各施設に置くための講習会の準備を 

していたが，コロナ感染症の影響で延長している．予定では各県より１名を東京に集め，その後各県にて 

講習会を企画開催する予定であったができなくなったので，Web による講習会（510 分）をまず実施し， 

Zoom を使用した演習講義（460 分）を受講してもらい，2023 年度末には全国で 1200 名以上の指導者を養 

成したい．中四国地区においては，3年間で 150 名（50 名/年）を目標に養成を進めていく．カリキュラ 

ムの変更に今年度に改定されたとしても，2022 年度の入学者からが適応になる．正式な内容に関しては 

承認され次第報告する．臨床実習技術教本も作成開始する． 

⑦9月 4日の理事会において，支部長・支部学術部長・部門員の承認がなされた．（広島県では部門長とし 

て永崎部門長，辻部門長が該当） 

 

【森田会長】 

 ●中四国支部学会(徳島)は中止になったが，来年度は岡山での開催が決まっている（水野監事）ので，再来 

年度は広島県が主催担当県となる． 

 

【県学会関連：尾田】 

 9 月 11 日に，広島県医学検査学会（プレ）実行委員会：尾田副会長，樫山部長，和田理事，吉井理事，粟 

村理事で行った旨と，進捗状況の報告（下記参照）あり． 

 ・WEB のみでの開催であること 

 ・会場に関しては TKP ガーデンシティ（3会場）を予約している． 

 ・一般演題は 5題の申し込みがあるが，募集期間を 10 月末まで延長した．  

 ・RCPC（2 題）を予定． 

 ・抄録は 1月に発送予定とし，締め切りは 12 月初旬 

 ・学会テーマおよび生涯教育点数付与に関しては検討中 

 

【70 周年記念事業関連：米田副会長】 

 ●令和 3年 2 月 7日 16：00～ ホテルグランヴィアで開催するが，祝賀会は中止とする． 

  60 周年記念事業招待者リスト（提示）を参考に，今回の招待予定者を検討した． 

 （コロナ感染の時期であり，人数を絞りたい．） 

●広島県知事表彰推薦者（３名） 

  ①金本実技師（北部地区） ②森田益子技師 ③尾田三世技師 

 ●記念誌作成  

中島広報部長に加え，歴代の広報部長（有谿副会長，矢野礁風技師，若林信浩技師），広報部員で作成・

編集委員会を立ち上げて作成する． 

●後援は，広島市，広島県，広島市医師会，広島県医師会，広島県教育委員会に依頼する． 

  

 ＜討議事項＞ 

【会長：森田】 

●なし 
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【事務局：坂田】 

●事務局からの発送物に関して 

 年に 4 回ほどある（総会資料・会報・学術誌・学会抄録の発送）． 

発送作業は，送り先に関しては日臨技のシステムにより抽出し，一部の方に手伝っていただいていたが， 

一部の施設が抽出できない（システムの不備の可能性？）などの事象が発生し，また発送準備に非常に手 

間がかかる． 

発送料金として，現在は，ヤマト運輸を使用し施設別に発送し 146,475 円かかっていた．ニシキプリント 

に依頼すると 239,600 円かかるが，施設ごとの発送ではなく，個人への発送（メール便）での見積もりで 

ある．ヤマト運輸を使用の個別発送では 267,600 円となるため，ニシキプリントの方が安価となるため， 

ニシキプリントにお願いしたい．会員番号は，外部にはわからないようにする． 

⇒チャット機能により，全員一致で承認された． 

 

●今後の常務理事・理事会議（5 回/年）を Web 会議としたい． 

 次回の理事会は，1月の新春祝賀会の時であったが，祝賀会を中止としたため，理事会と常務理事会を別 

日にするか，同日とするか検討願いたい． 

 ⇒理事会・常務理事会は同日の開催として了承された． 

 

【学術部：樫山・尾田副部長】 

 ●昨年まで，他県からの参加者がいたが，今後の Web 研修の場合，どうしたらいいか？ 

  広臨技の会員でないと，事前申し込みができない（Webex への登録ができない）ので現段階では対応でき 

ない（有谿副会長，森田会長） 

 

【経理部：藤井】 

 ●なし 

 

【渉外法規部：小川】 

 ●なし 

 

【組織調査部：小松浩】 

 ●新入会員オリエンテーションが未開催である，東部地区は今年度は開催しないとのことであるが，広島県 

全体地区として Web による開催であれば可能か？ 

  （米田副会長）東部地区と広島地区で対応が異なるのは良くないので，同時にできるのであれば開催した 

方がよいのでは，広臨技紹介などであれば Web でもよいのか．  

（森田会長）今の状況では集合しての実施は難しいので，Web での開催を計画してはどうか．  

  （水野監事）近隣県での状況として，Web 研修会としての実施自体もまだ少なく，新入会員オリエンテー 

ションの Web 研修も近隣県においては実施されていないのが現状である． 

  ⇒東部地区との足並みを揃え，集合研修としては，今年度は実施しない． 

 

【広報部：中島】 

 ●70 周年記念誌作成  

歴代の広報部長（有谿副会長，矢野礁風氏，若林 信浩氏），広報部員，水野監事で編集委員会を立ち上げ

て作成する． 

8 月発行の会報に，臨床微生物部門員紹介の掲載漏れがあり，速報 9 月号で修正した． 

 

【広島地区：粟村】 

 ●なし 
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【呉地区：柴田】 

●討議事項はなし 

●質問：今後の Web 研修会開催にあたり，事業計画書の提出が必要なのか． 

 （森田会長）点数付与のために必要である． 

●質問：点数付与のために日臨技では，会員番号の確実な確認ができればレポートは必要ないとのことで 

あるが，例えば，施設内での 1台の PC で複数人による閲覧の場合，どのようにしたら良いのか． 

 （森田会長）Web 上でのレポート作成提出で解決可能． 

●（小松忠）各地区での Web 研修後のレポートの確認方法を教えていただきたい． 

 （有谿副会長）担当者または担当領域部門員が確認実施する． 

       今後，行事の Web 登録やレポート確認等についてマニュアルを作成し，配布する． 

 

【東部地区：桑田】 

受付 PC が 2 台あるが，Web 研修会はそれを使用するのか． 

 （有谿副会長）管理者登録の必要性があるので，各地区担当者等には今後連絡する． 

 

【東広島地区：小松忠】 

●なし 

 

【北部地区：箕岡】 

●なし 

 

【その他：有谿副会長】 

●賛助会員の Web 研修会の案内を，広臨技 Web への掲載願いが多くあるがどうしたらいいのか． 

（楾）昨年までと同様に，賛助会員の事業計画書提出を送付していただき確認後，尾田副会長に送付す 

る，再度，楾理事に戻した上で，行事予定に入力する運用となっている． 

 

【その他：尾田副会長】 

 ●生涯教育委員会の予算案の申請（現段階で通帳上は 0円）したい． 

  例年は約 780,000 円で，そのうち 400,000 円が印刷代であるが，今年度はすでに会場費で 331,000 円（昨 

年は 0円）かかっており，その他の出費を考慮すると，810,000 円として申請したい． 

下表 1．予算案の申請 参照 

  （米田副会長）テキスト印刷代が必要か？ 

    ⇒楾理事：年度途中から例年通りの研修会に戻る可能性もあり計上してある． 

  （有谿副会長）第 1 回と第 4回の TKP 使用料金の違いは？ 

    ⇒楾理事：会場の広さが異なり，1回目は通常開催の可能性もあったため，広い会場を予約してあっ 

た．4 回目は，小さな会場となる． 

  （楾理事）消耗品の 37,000 円は，第 1 回目の実施時に，体温計（広島で 1個，東部で 2個，），アルコ 

ール消毒を借りたもので，計約 10,000 円，講師と司会者にヘッドセットを購入したい：約 20,000 円 

（質疑応答など講師が聴きやすいなどの利点あり）である． 

  （森田会長）予算の再申請であるため，詳細項目の記載をお願いしたい． 

         予算計上上，問題があるか？ 

  （経理部長：藤井）問題ないと思われる．予算案が承認されれば，すぐに振り込みは可能である． 

  （森田会長）こういう時期なので，予算配分の変更が予測される． 

⇒チャット機能により，全員一致で承認された． 
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1. 予算案の申請  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回目 TKP 使用料金   137,500 円 

第 2 回目 YMCA 使用料金 74,030 円 

第 3 回目 YMCA 使用料金 74,030 円 

第 4 回目 TKP 使用料金   33,300 円 

      合計 318,860 円 

第 1 回の講師料：3 万円×2 の 6 万円（源泉税が 3411 円×2 で 6822 円） 

合計 66,822 円です。  

（昨年の予算案 72 万円 テキスト代 33 万） 

 

【その他：中島常務理事】 

 ●新体制になってから（6 月以降）の常務理事，理事メールが届かないことあり． 

どのようなことが考えられるか． 

楾理事，小松浩理事にも同現象あり．添付ファイルの影響か？ 

 

（坂田事務局長）添付ファイルの影響であれば，議事録等も含め，メールには添付せずに，ファイルはネ 

クストクラウドへの運用（保存・閲覧確認等）で対応可能と考える． 

 

⇒今後，その運用とする． 

 

以上 

①公益活動事業 ②学術事業 ③組織運営事業 ④一般事業

会議費 30,000 ：会議での飲物代等

旅費 交通費 67,000 ：実費交通費・宿泊費　

通信 運搬費 5,000 ：切手代、電話代、宅配便代

消耗品費 37,000 ：文具、試薬品代

印刷費 100,000 ：テキスト印刷代

諸謝金(源泉税込） 240,000 ：講師謝礼

旅費交通費(源泉税込） ：講師宿泊、お車代

行動費・活動費 ：実務日当、30分未満講師料

会場費 331,000 ：会場利用費

広告費 ：広告代

雑　費 ：手数料など

その他 ：上記以外のもの

合 計 810,000

　　　　　　　　　　　生涯教育　　　　　領域/部門・地区・部

公益事業 一般会計

　令和　　　2　　年度　広臨技活動費　予算案
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第一回生涯教育講座は新型コロナウィルスの影響

を受け，他の研修会と同様に延期を余儀なくされて

いましたが 2020 年 9 月 24 日（木）に福山市医師会

館で開催されました。 

 例年講義室が埋まる程参加人数の多い第一回です

が，今年度は 41 人と非常に少なく，2 週間前に行わ

れた広島地区のオンライン研修会への参加の呼びか

けが功を奏した結果となりました。 

 東部地区のみならず様々な研修会は新型コロナウ

ィルスの影響で外出規制があったために半年以上振

りの開催で，参加することへの不安も多少ありまし

たが，反面久々の講義が楽しみでもありました。 

 医師会館に到着すると，生涯教育委員の方が準備

してくださった手指消毒薬と額で測れる体温計で検

温後，受付を行いました。マスクを忘れた方のため

にもマスクがあり，準備万端でした。会場では 3 人

掛けの椅子に 1 人ずつ座ってソーシャルディスタン

スを保つようにアナウンスがあり，研修会開催のた

めの生涯教育委員の方々のお気遣いが伝わってきま

した。 

 今年度初となった今回の研修会は尾道市民病院の

杉原技師司会の下，薬剤師であり，コーチであり，

元選手である岡崎先生から「薬剤師，アスリート，

競技指導者の立場からのアンチ・ドーピング」と題

してご講演いただきました。 

 講演の中で先生は「目的を把握して，手段を考え

る」と言われ，選手経験があるからこそ目的を把握

でき，その気持ちに寄り添ってコーチまたは薬剤師

として手段を考えることができると説明されていま

した。先生のお話を伺って，検査技師でも同様のこ

とが言えるかなと思います。病気への不安を取り除

くための検査項目の説明や診断のための検査など，

患者さんに寄り添っていける検査技師でありたいな

と感じました。また指導者の立場として，年齢には

関係ないと高校生にもアンチ・ドーピングの教育を

熱心にされており，未来のアスリートたちの意識が

高まることは間違いないと感じました。 

 この度の研修会は今までにはない緊張感の下開催

されることになり生涯教育委員の皆様を始め，関係

者の方々のご苦労は言葉に表せませんが無事に開催

できたこと，今後の感染対策を踏まえての研修会の

あり方を考える１歩だったと思います。 

 次回以降の生涯教育がライブ配信になることが決

定され，今後は聴講後に 200 字のレポートを提出す

ることで参加登録が完了になります。まずは広臨技

のメルマガ登録をしておくと行事や研修会などの情

報が届くので便利です。また，Web 受講のために

Webex Meet のアプリをダウンロードして新型コロ

ナウィルスの外出規制に負けず Web 配信で研修会に

参加していきましょう！ 

 生涯教育講座は毎回様々なテーマで，多くは検査

技師とは異なる分野の先生をお招きして行われる研

修会です。職種が違えば，見方・考え方も変わって

楽しく，客観的に検査技師を見つめ直すきっかけに

もなる…これからもそんな研修会にみなさんも参加

して幅広い知識を身につけましょう！ 

 

（広報 青山・門田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

2020 年度第 1回広臨技生涯教育講座(東部地区)報告 
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第 47 回厚生科学審議会感染症部会（令和 2年 9 月 25 日）

において議論され、新型コロナウイルス感染症に係る核酸検

出検査、抗原定量検査及び抗原定性検査の検体として新たに

鼻腔検体を活用することが可能となりました。特に、抗原定

性検査（簡易キット）は、医療機関等に限らず実施可能であ

り、短時間で結果を確認することができます。こうした特性

を踏まえると、抗原定性検査はインフルエンザ流行期におけ

る発熱患者等への検査に有効であることから、診療・検査医

療機関においては、迅速・スムーズな診断・治療につなげる

べく、簡易キットを最大限活用した検査体制の整備をご検討

いただきたいと考えております。 

なお、これに伴い、「SARS-CoV-2 抗原検出用キットの活用に

関するガイドライン 」（令和 2年 6 月 16 日最終改訂）は廃

止することとなりましたので、今後は「新型コロナウイルス

感染症（COVID-19）病原体検査の指針（第 1 版）」(令和 2

年 10 月 2日第 1版発行)に沿って適切な対応をお願いいたし

ます。詳しくは下記をご参照ください。 

https://www.mhlw.go.jp/content/000678571.pdf 

 

国立感染症研究所及び国立国際医療研究センター国際感染症センターが作成した「新型コロナウイルス感

染症に対する感染管理」が改訂(令和 2 年 10 月 2 日改訂)されました。その中では、鼻腔検体採取を実施

する場合の感染予防策等についても記載しておりますので、下記を参考にして頂きますよう、お願いいた

します。 

https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/corona/2019nCoV-01-201002.pdf

 

開催日時：2020 年 11 月 19 日（木）18:00～19:00 

開催方法：Web 研修会（Webex 使用） 

生涯教育：専門-20 点 

 

演題１  CBC 検査について-これから血液検査を始める方へ-   

 

       講師 木村 充 技師  中国労災病院 

 

演題２  血液疾患 症例検討 （動画検討） 

 

          講師 木村 充 技師  中国労災病院 

 

申込方法：事前参加登録をお願いします。最後に予約ボタンを押してください。 

申込期間：10 月 24 日（土）～11 月 6日（金） 

参加希望の方は、広臨技 WEB サイトの会員登録が必要です。未登録は事前登録ができません。 

未登録の方は、こちら https://www.hiroringi.or.jp/mem-reg/ から会員登録をお願いします。 

 

担当：呉地区理事 

厚生労働省 「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原体検査の 

指針（第1版）」及び鼻腔検体採取における留意点等について 

 

呉地区血液研修会の案内（※事前登録制） 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/000678571.pdf
https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/corona/2019nCoV-01-201002.pdf
https://www.hiroringi.or.jp/mem-reg/
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「ウイルス検出遺伝子検査に際してのポイント」 

開催日時：2020 年 12 月 19 日（土）14：00～16：20 

開催方法：Web 研修会（Webex 使用） 

生涯教育：専門-20 点 

 

演題１   診療所でのコロナウイルス検査（仮） 

 

      講師 茂田 学  先生 （アークレイマーケティング株式会社） 

 

演題２    検査室でのコロナウイルス検査（仮） 

 

      講師 植野 壽人 先生 （バイオ・ラッド ラボラトリーズ） 

 

演題３    遺伝子関連検査を実施する環境 

 

      講師 嶋村 与志 先生 （ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社） 

 

申込方法： 

 

今回の研修会は Cisco の Webex を使用した Web 研修会となります。 

 

参加希望の方は、遺伝子部門メールアドレス hiroshimaidenshi@gmail.com へ、 

①氏名 ②所属 ③会員番号を記載の上、メールをお願い致します。 

 

後日、会議 No や接続についてのご案内を返信いたします。 

 

担当：染色体・遺伝子検査部門 

 

 

 

 

 

広報部連絡・専用E-Mail ＜ koho@hiroringi.or.jp ＞ 
速報原稿の送付、広報部へのご意見等をお願いします。 

 

モバイル端末からのメール送信も可能です。 

（次号速報の原稿〆切りは11月15日です） 

遺伝子染色体研修会の案内（※事前登録制） 
 

mailto:hiroshimaidenshi@gmail.com

